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一一 16世紀から20世紀初頭までの衣服実物史料をみて
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I はじめに
141 
「北海道女子短大海外研修規程」に基づく研修者として， 1986年2月25日から 3月10日まで
の2週間， 本学海外研修委員会主催の第3回海外研修旅行に同行し，その旅程の中で，イギリ
ス，イタリア，スペイン，フランスにて研修の機会を得た。主な目的は衣裳博物館所蔵の衣服
実物史料の取材， 及び調査である。そのほか，現在のヨ ローッパの服飾事情を知りたく，“衣”
に関する情報の収集も目的であった。
今日の衣服形態を考える上で服装史の研究は不可決のものである。その考察には実物が最も
有力な資料の lつであることは勿論だが，洋装の歴史の浅い我国では，19世紀以前の実物史料
は僅かしか残されていない。
西欧諸国の博物館について事前に調べてみると，コスチューム専門の博物館が数多く整備さ
れていること，衣裳所蔵品の保存 ・展示方法が科学的であること，国公立の衣裳博物館が珍ら
しくないことなどがわかり，訪問先のうち次のような博物館にて研修を行なった。
Victoria and Albert Museum The Dress Col巴ction
Mus白 dela Mode et du Costume palais Galhera 
Musee des Arts de la Mode 
ロン ドン
パリ
パリ
特に，ヴイクト リア・アンド ・アルパー ト美術館では，写真撮影を許可していただき，資料
収集を行なうことができたので，衣裳博物館として紹介の意味もふくめて，重点的に報告した
い。（帰国後，調査し確認した点も加えて行なう）
また，マドリッドの王立タペス トリー博物館（ Real Fabrica De Tapices ）見学や，パリの
生地小売店の市場調査など，見聞した概要を述べたいとJ思う。
I ヴィクトリア・アンド・アルパート美術館
1 .概要
ロン ドンのサウスケンジントンに位置する，ヴィ クトリア・アン ド・アルパー卜美術館（以
下， V&A美術館という）は， 1909年に一般公開された。それ以前の1852年，ヴィクトリア
女王の後援を得て，手工業製品美術館として， 当時としては珍らしい材料別， 素材別 （織物，
金工，陶磁器，木工など）の展示方法による美術館として設立されたのが始まりである。その
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展示方法は今日にも反映され，各部門はその専門別の一群のギャラリーや収納庫を備え，各国，
各時代にわたる美術工芸関係の収集と規模では，世界ーを誇るという。現在の展示部門は，建
築と彫刻・陶器・版画と素描・金属・工芸・絵画 ・テキスタイル・木工 ・インド美術・図書
館・管理・広報の12部門にわかれ，服飾はテキスタイル部門に属する。
一般公開された当時と変わらない建物は，長々と続く窓， 大玄関，頂塔，丸屋根，尖塔など，
ロンドンの古い建築物の良さが充分にあらわれているといえよう。
2 . The Dress Collection 
写真1 V&A美術館にて
写真2 16, 17世紀の衣服
V&A美術館の名は服装史の書物に必すといっ
てもよいくらい登場する。それは衣裳部担当，
Latalie Rathsteir.の 「当美術館の衣裳コレクショ
ンをぬきにして服装の歴史は語れない」という言葉
からもわかる。このコレク ショ ンの特徴は，他の博
物館の華麗な王室の衣裳コレクションとは異なり，
基本的に個人の衣裳及び，服飾品からなりたってい
る点である。従って由緒ある衣服が，きちんと保存
されてきにのとは違って，衣服という特性上，作り
変えられていることも多く，最初の年代を査定する
ためには，かなりの時間が必要となる場合もあると
いう。素材，形態のほか，裁断，縫製（縫い目やダー
ツの形跡）， 布地の模様，刺しゅうやレースの飾り
など，十分な検討がなされるが，この仕事にはV&
A美術館織物保存部の専門家が従事している。
さらにもう 1つの特徴は， 16
世紀から17世紀の衣服が保存さ
れているということである。こ
の時代の衣服はイギリスと北欧
諸国に，ごく稀れにしか残され
ていない。写真2③⑤はルネサ
ンス時代の衣服で，⑮の婦人服
（オー バー・ガウン）には， 装
飾のため斜目のスラッシュ（裂
け目）技法が交互に入り，この
時代の特徴をあらわす貴重な作
品である。
。は1625年，⑮は1630年の騎
士の服装である。フラットカ ラー のレー スが，
バロック時代の特徴といえる。（写真3）。レー
スは17世紀に著しく発達をみせるが， その繊細
さは手工業の技を感じさせる。
「衣裳コレクション」の所蔵点数は，婦人服
1900年代以前のもの約80点，1900年以降のもの
約70点，紳士服約52点である。衣服のほか，靴，
帽子，ボタン，ベルト， 髪かざり， 扇，傘，パッ
ク，靴下，ハンカチーフなどの服飾品も，多数
陳列されている （写真4）。さ らに収蔵庫には
ドレス550点，アクセサリー2000点，人形300点
が保存されている。
陳列方法は， 18世紀， 19世紀，20世紀ごとに区分
され， さらに年代ごと細かく分けられている。全体
のシルエットを重視して，衣服とそれに伴う着る人
物（人形）の着装状態，ヘアスタイル，アクセサリー
など，当時の流行そのままに再現するという配慮が
なされている。
館内の照明は暗く抑えている。それは衣服の外観
を，永く保ちたいがためであろう。照明は染色の色
を槌せさせ，繊維を腐朽させ，そうして衰えた衣服
は一瞬のうちに美しさがかすんでしまう。さらに，
衣服は時が経つにつれて，手荒な扱いや雑な修繕，
或いは虫喰いなど，他の例えば銀製品や，陶磁器に
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写真3 1630代のレー スの衿かさり
写真4 ボタン，ベルトなどの陳列ケー ス
。：. 
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はおこりえないような過程が，装飾としての役割を失わせてしまう場合もありうるわけである。
何世紀 (lo年から300年以上）も前の衣服とは思えないほどの素材の色の彩やかさ，形態を残
す作品群をみて V&A美術館織物保存
た。
3.所蔵作品から
作品を観察する際には，その年代の特徴を明確にあらわしている形態，素材を調べるのは勿
論だが，被服構成が専門である以上，裁断法，縫製技法，装飾技法なども調査の対象となって
くる。 特に各年代の衣服を通じて，装飾技法，例えば，刺しゅう，レー ス，フリル，フリンジ，
プリーツ，ギャザー，シャーリング，トリ ミングなどが，施されている作品が多い。
ここでは，1900年以前の婦人服に，装飾技法の 1つである，刺しゅう手法が用いられている
作品3点を紹介し，約100年以上前の衣服に使用されているステッチ技法が，現代の衣服にも
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写真5 宮廷服 （1774年）
通じる技法であることを再認識したいと思う。
1 ）宮廷服 1744年 イギリス （写真5)
ロココ時代の特徴がみられる宮廷服は，上衣のウエ
ス卜を極端に細くして，スカー トは巾5フィー卜もあ
る横広がりのパニエで、ある。 パニエは鯨の骨を使って
形づけられており，絹のスカー卜部分には花模様の刺
しゅうがされている。技法は，ロング・アン ド・ ショー
トステッチと，フレンチ ・ナッツ技法である。模様の
葉の部分と縁飾りは，銅芯が入り，銀糸による刺しゅ
うで立体感を出している。目を奪われるような綴密な
手刺しゅうである。
2）マン ト 1840年一45年頃 （写真6・7)
写真6 マント （1840～45年頃）
写真7 マント裾の部分
濃い紫のベルベッ トのマン トは床まで届く長さで，ヨー クのような衿と，両脇の裾，腕を出
す曲線部分には，緑，ピンク，白のサテン布で細く縁どりがされている。カラー，裾の部分に
はパラの花柄を一列に散らし，ピンクと緑の絹糸で，サテンステッチ刺しゅうがしである。現
代の衣服としても通じるような形態で，素材と技法，そして色合いが調和のとれた美しい作品
であった。
3 ）宮廷用ドレス 1860-65年頃 イギリス （写真8)
写真8 宮廷用ドレス（1860～65年頃）
4片
ヂ絹
写真9 作品のスケッチをする人達
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象牙色の絹で作られた宮廷用
ドレスは，11フィートの長さの
トレーンが特徴である。ロー
ネック部分と袖口には，ネット
の飾りがついているが，これは
チェーンステッチによる機械刺
しゅうカfさオ1ている。 トレー ン
部分には，花柄が刺しゅうされ
た布がひだをよせてつけられて
いる。他の部分はパラと朝顔の
花柄で，サテン・ステッチ技法
による手刺 しゅ うである。ス
カー卜の裾のひだ飾りは， ネッ
トで，花柄の手刺しゅうと，黄
色の機械刺しゅうが組み合わさ
れている。 貴族文化の象徴を思
わせる豪華なドレスである。
4.第40陳列室にて
V&A美術館の比較的大き
い第40陳列室（全部で陳列室は
146ある） が，「衣裳コ レクショ
ンjである。 午前中は学生と共
に見学し，午後は作品の撮影，
細かい部分のスケッチにとあわ
ただしい時聞を過ごした。ふと
気がつくと，写真9のように，
1日中1つの作品と向き合い，
スケッチをしている学生と思われる人達に何人も出会った。服飾を勉強する者にとって，身近
に題材があるということは羨ましい限りである。
森英恵さんの， 「日本人は感覚的にも，技術的にも，外国にひけをとらないが，ファッショ
ンへの関心，よいものをみるチャンス，とりわけ古典を見ることにおいては恵まれていない」
という言葉を思い出した。
＊ 現代衣服の源流展実行委員会編 「現代衣服の源流展」流麗な美しさにあふれるコレクションをみて，
1975 
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m パリの衣裳博物館とマドリッドの王立タペストリー博物館
1.ガリ工ラ・モード衣裳博物館
写真10 Pバルマン1950年の作品
（ガリエラ博物館にて）
パリ，凱旋門からまっすぐセーヌに下った
あたり，緑に固まれたガリエラ・モード衣裳
博物館がある。個人の所有であったが， 1977
年にパリ市が買い上げ，以後，市の管理，運
営となっている。 17世紀から現代までの衣裳
の展示をしており，そのコ レクションは3万
点に及ぶという。今回， 訪れた時の展示は，
’85年12月18日から’86年4月6日までの「ピ
エール・パルマン回顧展」の特別展の開催時
期にあたり，所蔵品はみることができなかっ
た。1年を，2～ 3回の期間にわけ，所蔵品
展示と特別展示を交替に行なうという。理由
をたずねると 1年中展示しておくと，損傷を
ふやすので3ヵ月から 4ヵ月が限度とのこと
だった。
ピエール・パルマンは， 1914年フランスに生まれ， ’32年にパリにて， 最初は建築を学んだ
写真1 Worth 1898年の作品
( Moments de Modeより）
レ／
が，ファッションへの関心が深く，’46年には自
分の店を構えた。 「回顧展」では，’82年に没す
るまでの約40年間に及ぶ作品を，年代ごとに，ま
た舞台・映画などのコスチュームごとにわけで
100点近く展示されていた。特に1950年代の「ジョ
リ・ マダム」とよばれる作品や， イブニングドレ
スのエレガン 卜で気品あるシルエッ トと装飾技法
の美しさに感嘆し，パリ ・オートクチュールの変
遷をみる絶好の機会に恵まれたと思っている（写
真10）。
2.国立モード芸術美術館
国立モー ド芸術美術館は，ルーブル美術館の向
かい側に位置し，装飾美術館の隣にある，マルザ
ン館の5階から 9階のフロアーを展示室としてい
る。約5000万フランを投入して， ’86年1月28日
／ に開館されたばかりで，訪れた日が土曜日の午後
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であったことも重なり，見学者が多く，入場制限もされていたが，大変な人の列の中での見学
となった。
モー ド芸術仏同盟の創設者， イボンヌ・デランド女史が，40年間の歳月をかけて収集した衣
服，アクセサリーの中から，18世紀から，1940年までの各時代の代表的モード120点近くが展
示されている。 特に20世紀初頭の婦人服は点数も多く，その形態 （デザイン），素材， 技法の
見事なこの逸品は，現在のパリが常にファッショ ン界の台頭であることを予想させるような，
優雅な作品群である。写真11にみられるオーククチュール第1号のワース（ Worth ）の作品
から，ポ ルー・ ポワ レ， キャロ姉妹，ヴィオネ，シャネル， スキャパレリ，グレへと続く。
展示方法は9階は18世紀，8階は19世紀， 7階は20世紀の作品というようにフロアーごとに
分けられている。 エレベーターで9階まで上り，服装の移りかわりをみながら階段を降りてい
くという，他の博物館ではみられないと思われるユニークな工夫がされている。さらに，衣服
の展示だけでなく，背景を約20の場面にわけ時代の特徴をいかした設定にし， 例えば1720-30
年代の衣服は宮廷の場面に， 20世紀初頭の婦人服はオリエン卜急行の列車内を背景にというよ
うに……。人形の表情や，手，足の位置にも細かな配慮がみられ，文同時代の調度品を配置し
ての状況づくりに感心した。衣服と人形，そして背景が一体化した見事な演出といえよう。パ
リに作られた新しいモードの芸術館として，洗練された感覚の博物館であった。
3.王立タベストリー博物館 写真13 タペストリ 製ー作過程
マドリッドにある王立タペストリー博 一一一一一一 一
物館を学生と共に訪れた。スペイン圏内
からの見学者が多く，私達も説明員の誘
導に従ってタペス トリーの製作工程や，
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写真15 刺しゅうによる壁掛け製作 写真16 タペストリー の複元工程
所蔵品の展示室を見学した。残念なことに通訳の方が一緒ではなかったので，内容の全部は理
解できなかったが，簡単な英単語を 2言， 3言つけ加えての説明のお陰でおおよそのことはわ
かることカ三できたとJ思う。
1721年に設立されたこの博物館には，かつて教会や王候貴族の間で室内装飾品として用いら
れていた中世からのタペストリーを多数保存している。写真12にみられる壁にかさられている
かなりの大きさのタペストリーは，15世紀のもので、所蔵品の中の最も古いものの1つであり，
その大きさとともに染織の徴密さにただ驚くばかりであった。この時代の絵柄は圧倒的に宗教
画が多く，又貴族の生活を描いたものもある。下絵となる絵画も多数保存されていた。現在の
染織工程をみると，lつの作品に最低3ヶ月以上必要であるという説明がよくわかる（写真13,
14）。そのほか，刺しゅうによる壁掛けの製作や，古いタペストリーの複元方法も見学でき，
実際の工程内容をよく理解することができた （写真15,16）。
m パリの生地小売店にて
サクレクー ル寺院の下にあるリヴィンス トン通りは，布地の店が数多く集まっているパリの
下町である。世界のファッションの中心で、あるパリの生地小売店を取材したく，現地ガイドを
写真17 Reine店にて お願いした井上真理子さんと 4～ 5ヶ
. ・” 所の店舗を廻った。土曜日の午後のた
めか，どの店も大変な混みようだが，
生地を選定する様子は活気にあふれて
いる。大型店舗のドレフュス （Drefus 
）や，レヌ（ Reine ）はさすがに布
の種類が豊富である （写真17）。売場
や棚にある布は広巾に巻いてあり，
ウールの1巻などはかなりの重さであ
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写真18 生地売場 写真19 生地売場にて （井上さん Reine店の方と）
写真20 パターン売場 写真21 ヴオー クゃ社のパターン
る。 木綿，麻，化学繊維は勿論，シルク，レース，合成皮革，舞台コスチューム用の生地など，
無地， 柄物とも種類が多い。無地の布地は，棚に色彩の濃淡のグラデーションをつけてならべ
てあるのでわかりやすい。フリント模様の布は， デザイナーのネームや，染色会社名がつけら
れている布地は高価であり，特にレー スやシルクなどのプリント柄は日本と比較にならない程
多い。
井上さんの話によると，「パリの女性は洋裁の知識が余りない人でも，安い生地を手に入れ
既製のパターン （型紙）を使って自分で作る人が多いのでは……」 ということだった。 井上さ
んが着用してるほとんどの洋服も彼女が市販のパターンを使って自分で製作したという。そこ
でパターンの売場をみると，売場面積も広く，スタイルフックを熱心にみている人が多く大変
な混みようである。自分の気にいったデザインの番号をメモする人， かなりのスピードで何冊
ものスタイルブックをみている人など……（写真20）。 数社からパターンが発売され，サイズ
も細かくわかれており，種類もブラウス，スカートから高度な技術を要するウエデイングドレ
スまでと巾広く，詳しい縫製方法が書かれた説明書が添付されている。 価格はメーカーによっ
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て差があるが， 5 -15フランの聞であり，ヴォーグ社のが高価であった （写真21)。日本では
製図については，囲み製図が簡易洋裁として流行しているが，パリでは既製のパターン利用が
主流のように思われた。
世界のファッションの中心で、あるパリでは，勿論有名デザイナーのブランド商品も多いが，
実際の生活の一場面をみると，フランス女性の堅実さがうかがえ興味深かった。
U おわりに
限られた期間内での博物館研修であったが，資料の収集が得られ，成果をあげることができ
たと思う。特にV&A美術館では協力的に対応していただき，最初に実物史料をみたときの
感激とともに忘れることのできない思い出となった。そして得た資料の一部を，筆者の研究課
題と結び，第7回日本服飾学会にて活用することができたことは，伺よりも大きな喜びであっ
た。
博物館の充実は文化のバロメーターであるといわれる。そして展示方法，保存方法は博物館
の特徴をあらわす。今回の研修を通じて衣裳博物館が国公立ということであろうか，その資料
の整備状態が良いことや，所蔵品の保存 ・複元の科学化は，服飾文化の伝統と度合いを示すこ
とではないかということを強く感じた。
被服構成に携わる者として実物史料の調査は，今後の研究に多くの課題を与えてくれたこと
と思う。今回の研修を生かし， 更に西欧の衣服の被服縫製上の移りかわりを探りたいと考えて
いる。
最後に，この研修旅行にご理解下さいました本学関係の皆様に厚く感謝申し上げます。
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